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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　配列番号１のポリヌクレオチド配列、配列番号１と少なくとも９５％同一であるポリヌ
クレオチド配列；配列番号２のアミノ酸配列をコードするポリヌクレオチド配列；及び配
列番号２と９５％同一であるアミノ酸配列をコードするポリヌクレオチド配列、またはそ
れらの任意の組み合わせからなる群より選択されるポリヌクレオチド配列を含む核酸分子
を含むワクチン。
【請求項２】
　前記核酸分子が、配列番号１のポリヌクレオチド配列または配列番号１と９５％同一で
あるポリヌクレオチド配列を含む、請求項１に記載のワクチン。
【請求項３】
　前記核酸分子が、配列番号２のアミノ酸配列または配列番号２と９５％同一であるアミ
ノ酸配列をコードするポリヌクレオチド配列を含む、請求項１に記載のワクチン。
【請求項４】
　前記核酸分子がプラスミドである、請求項１～３のいずれか１項に記載のワクチン。
【請求項５】
　前記プラスミドが、配列番号３の核酸配列を含む、請求項４に記載のワクチン。
【請求項６】
　アジュバントをさらに含む、請求項１～５のいずれか１項に記載のワクチン。
【請求項７】
　前記アジュバントが、ＩＬ－１２、ＩＬ－１５、ＩＬ－２８、またはＲＡＮＴＥＳであ
る、請求項６に記載のワクチン。
【請求項８】
　哺乳動物においてテロメラーゼ逆転写酵素（ＴＥＲＴ）に対する免疫応答を誘導するた
めの、請求項１～７のいずれか１項に記載のワクチンであって、当該ワクチンはそれを必
要とする哺乳動物に投与され、それによって前記核酸分子が前記哺乳動物において発現さ
れ、かつ以下の免疫応答：
（ａ）ＴＥＲＴに特異的な体液性免疫応答、
（ｂ）ワクチンを投与されていない哺乳動物と比較して腫瘍壊死因子－α（ＴＮＦ－α）
及びインターフェロン－γ（ＩＦＮ－γ）のレベルの上昇を含む炎症反応、及び
（ｃ）ＴＥＲＴに特異的な細胞性免疫応答、
のうちの１つ以上が誘導される、ワクチン。
【請求項９】
　（ａ）前記哺乳動物がイヌであり、前記ＴＥＲＴがイヌＴＥＲＴ（ｄＴＥＲＴ）であり
、
　（ｂ）前記哺乳動物ががんを有し、および／または
　（ｃ）前記ワクチンがエレクトロポレーションによって投与される、
請求項８に記載のワクチン。
【請求項１０】
　哺乳動物のがんを処置するための、請求項１～７のいずれか１項に記載のワクチンであ
って、当該ワクチンは薬学的に許容される担体と組み合わされてそれを必要とする哺乳動
物に投与され、前記核酸分子が哺乳動物で発現され、がんが処置される、ワクチン。
【請求項１１】
　前記ワクチンがエレクトロポレーションによって投与される、請求項１０に記載のワク
チン。
【請求項１２】
　前記哺乳動物がイヌである、請求項１０または１１に記載のワクチン。
【請求項１３】
　前記がんが、黒色腫、前立腺癌、肝臓癌、子宮頸癌、再発性呼吸乳頭腫症（ＲＲＰ）、
肛門癌、頭頸部癌、血液癌、白血病、リンパ腫、骨髄腫、肺癌、非小細胞肺癌、食道扁平
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上皮癌、膀胱癌、結腸直腸癌、胃癌、肝細胞癌、脳腫瘍、グリア芽細胞腫、膵臓癌、滑膜
癌、精巣癌、及び胃癌、またはそれらの任意の組み合わせからなる群より選択される、請
求項１０～１２のいずれか１項に記載のワクチン。
【請求項１４】
　配列番号１のポリヌクレオチド配列または配列番号１と少なくとも９５％同一であるポ
リヌクレオチド配列を含む核酸分子。
【請求項１５】
　配列番号２のアミノ酸配列をコードするポリヌクレオチド配列を含む核酸分子。
【請求項１６】
　配列番号３のポリヌクレオチド配列を含む、請求項１４または１５に記載の核酸分子。
【請求項１７】
　配列番号２のアミノ酸配列または配列番号２と少なくとも９５％同一であるアミノ酸配
列を含むポリペプチド。
【請求項１８】
　がんを治療するためのワクチンを製造するための、配列番号１のポリヌクレオチド配列
、配列番号１と少なくとも９５％同一であるポリヌクレオチド配列；配列番号２のアミノ
酸配列をコードするポリヌクレオチド配列；及び配列番号２と９５％同一であるアミノ酸
配列をコードするポリヌクレオチド配列、またはそれらの任意の組み合わせを含む核酸分
子の使用。
【請求項１９】
　免疫応答を誘導する医薬を製造するための、配列番号１のポリヌクレオチド配列、配列
番号１と少なくとも９５％同一であるポリヌクレオチド配列；配列番号２のアミノ酸配列
をコードするポリヌクレオチド配列；及び配列番号２と９５％同一であるアミノ酸配列を
コードするポリヌクレオチド配列、またはそれらの任意の組み合わせを含む核酸分子の使
用。
【請求項２０】
　配列番号４のポリヌクレオチド配列を含む核酸分子。
【請求項２１】
　前記核酸分子がプラスミドである、請求項１４に記載の核酸分子。
【請求項２２】
　配列番号５のアミノ酸配列を含むポリペプチド。
【請求項２３】
　請求項２０または２１に記載の核酸分子を含むワクチン。
【請求項２４】
　アジュバントを更に含む、請求項２３に記載のワクチン。
【請求項２５】
　前記アジュバントが、ＩＬ－１２、ＩＬ－１５、ＩＬ－２８、またはＲＡＮＴＥＳであ
る、請求項２４に記載のワクチン。
【請求項２６】
　がんを治療するための医薬を製造するための、請求項２０または２１に記載の核酸分子
の使用。
【請求項２７】
　免疫応答を誘導するための医薬を製造するための、請求項２０または２１に記載の核酸
分子の使用。
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